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 Subject Id

 更新履歴

 授業科目名

 担当教員名

 対象クラス

 単位数

 必修／選択

 開講時期

 授業区分

 授業形態

 実施場所

Weight 目標

A

B

C

◎ D

E

回 日付 参観

第1回 10/6

第2回 10/13

第3回 10/27

第4回 11/1

第5回 11/10

第6回 11/17

第7回 11/24

第8回 12/1

第9回 12/8

第10回 12/15

第11回 1/5

第12回 1/12

第13回 1/19

第14回 1/26

第15回 2/2

手塚 新冨

新冨 手塚

村松 手塚

設計工学

確認試験１ 工業英検３級問題 および 数学・物理，設計工学の英単語

小林

山中

山中

小林

(数学) (物理)

まとめ、アンケート

三谷 井上
制御・金属材料

井上 三谷

確認試験２ 工業英検３級問題 および 制御・金属材料，熱・流体力学の英単語

熱・流体力学

(物理) (数学)

サブテーマ（担当教員）

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基
準等の説明ならびに班分け。工業英検３級練習問題。

工業英検３級問題

数学・物理

演習問題

2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達成とする。

 授業目標

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。

1. 工業英検３級程度の英単語と文法が理解できる。

2. 数学・物理，機械工学分野の各種の英文を訳して，理解できる。

2班1班

 授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観できません)

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。

機械工学科5年生

社会要請に応えられる工学基礎学力の養成

国際的な受信・発信能力の養成

選択

 学習・教育目標の達成度検査

　近年，企業活動の国際化によって，英語文書の読解能力が技術者に求められている。また，技術者が海外で業務を行ったり，海
外の技術者と共同で業務を行うことも多くなってきているので，国際語としての英語によるコミュニケーション能力を身に付けることが
求められている。
　この授業では，前期の工業外国語ⅠでのTOEICを題材としたコミュニケーション能力養成に引き続いて，技術者に必要とされる英
語文書の読解能力を向上させることを目標としている。具体的には，数学・物理および機械工学分野の英文テキストを講読して工学
分野の英語に慣れ親しむ。工学分野の英語検定試験である工業英検３級の内容も学習する。技術英語の総合的な能力を向上させ
るために，クラスを2グループに分けて，質問しやすい環境で授業を行う。

英文法基礎、英文解釈基礎

syl.-111-326

sub.-111-105754

111013更新

工業外国語Ⅱ(Technical English Ⅱ)

小林隆志ほか　KOBAYASHI Takashi et al.

D.国際的な受信・発信能力の養成

演習

産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力の養成

工学専門知識の創造的活用能力の養成

工学倫理の自覚と多面的考察力の養成

学習・教育目標

1履修単位

後期

メインテーマ

オリエンテーション

機械工学科M5HR, 図書館ゼミ１

 授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)



評価方法：

評価基準：

 教科書等

 先修科目

 関連サイトのURL

 授業アンケートへの対応

 備 考

 課　題

1. 提出物

(1) テーマごとの提出課題

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することが
あります。

授業ガイダンスをしっかり行い、工業分野における英語の重要性を認識してもらうよう指導する。

https://nct-na.numazu-ct.ac.jp/anet2/

総合英語A・総合英語B・工業外国語Ⅰ

各テーマごとの課題

2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してくださ
い。

3. 提出場所：テーマ担当教員

ALC NetAcademy 2，COCET3300, プリント

テーマごとの課題50%、確認試験50%の割合で評価を行う。
60点以上を合格とする。

授業目標1.および2.について，以下の項目で評価する。

テーマ担当教員が指示する

 評価方法と基準

4. オフィスアワー：月～金の放課後から17:00まで。

(2) 確認試験１および２

2. 提出期限

https://nct-na.numazu-ct.ac.jp/anet2/

